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は
じ
め
に
：
二
十
世
紀
前
半
か
ら
の

　
　
　「心
身
論
百
年
」
の
潮
流
を
概
観
す
る

　本
稿
は
、
世
界
と
日
本
と
の
間
、
現
代
と
近
世
と
の
間
の
心
身
論
に
関

わ
る
流
れ
を
概
観
、
比
較
検
討
し
、
日
本
で
の
源
流
の
一
つ
を
、
近
世
的

心
身
論
の
祖
と
し
て
の
山
崎
闇
斎
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　地
球
上
の
多
く
の
人
に
と
っ
て
、「
世
界
が
繫
が
っ
て
い
る
一
つ
の
存

在
」
と
強
く
認
識
・
体
認
さ
れ
た
、
い
わ
ば
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
識
）
1
（

」
の

最
初
の
共
有
体
験
を
一
つ
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
凡
そ
百
年
前
の
二
十
世
紀

初
頭
、
残
念
な
形
で
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
衝
撃
）
2
（

」
を
も
た
ら
し
た
第
一
次

世
界
大
戦
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
世
界
大
戦
」
足
り
得
た
の
は
、
当
時
、

世
界
的
に
ハ
ー
ド
面
で
は
交
通
・
流
通
・
通
信
網
に
よ
っ
て
、
ソ
フ
ト
面

で
は
あ
る
種
の
哲
学
・
宗
教
・
理
念
の
共
有
に
よ
っ
て
、
世
界
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
こ
の
時
期
に
拡
充
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
一
九
二
〇
年
に
創

設
の
国
際
連
盟
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
の
象
徴
的
存
在
と
言
え
る
。

　心
身
論
的
文
脈
に
お
け
る
第
一
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
波
も
、
こ
の
百
年
前

の
同
時
期
に
求
め
る
と
す
れ
ば
、
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
（
一
八
五
九
│

一
九
四
一
）
の
思
想
は
そ
の
核
の
一
つ
と
な
る
。
彼
は
、
一
九
二
二
年
の

国
際
連
盟
の
第
一
回
国
際
知
的
協
力
委
員
会
（ICIC

：
ユ
ネ
ス
コ
の
前

身
）
で
議
長
も
務
め
て
い
る
。
一
八
九
六
年
、
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
失
語
症

の
症
例
を
通
し
て
心
身
問
題
を
扱
っ
た
（
意
識
│
脳
関
係
が
中
心
で
あ
る

が
）『
物
質
と
記
憶
』
を
出
版
、
物
質
と
記
憶
（
精
神
）
の
中
間
的
存
在

と
し
て
の
「
イ
マ
ー
ジ
ュ
」
概
念
を
提
唱
。
そ
の
心
身
論
の
知
見
の
も
と
、

一
九
〇
七
年
、『
創
造
的
進
化
』
を
出
版
。「
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
」
で

知
ら
れ
る
生
命
論
・
宇
宙
論
を
展
開
し
、
心
身
論
・
生
命
論
ブ
ー
ム
の
大

き
な
火
付
け
役
と
な
る
。
そ
の
波
は
同
時
代
の
日
本
思
想
界
に
も
到
来
し

た
。
鈴
木
貞
美
は
、
こ
の
波
を
「
大
正
生
命
主
義
」
と
命
名
し
、
そ
の
期

間
を
、
凡
そ
日
露
戦
争
（
一
九
〇
五
年
）
か
ら
関
東
大
震
災
（
一
九
二
三

〈
特
集
１
　
身
体
論

│
現
代
に
お
け
る
瞑
想
・
祈
り
・
労
働
の
意
義
を
求
め
て
〉

久

　保

　隆

　司

　

　闇
斎
神
学
に
お
け
る
心
身
論
的
課
題
と
比
較
思
想
的
展
開
に
つ
い
て

│
近
世
と
近
代
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
」
か
ら
心
身
観
の
系
譜
を
探
る

│
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後
）、
来
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
時
代
背
景
と
し
て
は
、
二
〇
〇
一
年

の
９
・
11
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
二
〇
一
一
年
の
東
日

本
大
震
災
、
多
発
す
る
ト
ラ
ウ
マ
的
事
件
、
少
子
高
齢
化
、
認
知
症
に
関

わ
る
健
康
・
介
護
分
野
な
ど
も
含
め
、
身
体
性
・
心
身
性
の
問
題
が
否
応

無
く
注
目
さ
れ
る
時
代
で
あ
る
。
科
学
的
観
点
か
ら
は
、
心
身
論
と
関
係

の
深
い
脳
科
学
・
神
経
生
理
学
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
（
大
）
政
権
の
後
押
し
に

よ
る
一
九
九
〇
年
代
の
「
脳
の
十
年
」
を
経
て
、
新
世
紀
に
は
Ａ
Ｉ
技
術

の
進
化
と
と
も
に
、
心
身
問
題
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
通

し
て
「
心
の
時
代
」
が
喧
伝
さ
れ
た
が
、
豊
か
な
生
活
の
延
長
上
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
、
長
期
に
わ
た
る
低
成
長
デ
フ
レ
時
代
へ
の
突
入
で
不
発
に
終

わ
っ
た
。
代
わ
っ
て
、
こ
の
文
脈
で
の
不
毛
の
時
期
を
経
て
地
に
足
の
つ

い
た
（
グ
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
た
）「
心
身
の
時
代
」「
身
体
性
復
権
の
時

代
」
が
、
今
、
切
望
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
斥
候
的

現
象
と
し
て
、
五
年
ほ
ど
前
（
欧
米
で
は
十
五
年
ほ
ど
前
）
か
ら
の
日
本

で
の
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
・
ブ
ー
ム
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
。G

oogle

な

ど
欧
米
先
端
企
業
の
研
修
へ
の
採
用
な
ど
で
評
判
と
な
っ
た
功
利
主
義
的

な
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
は
、
頭
中
心
的
で
、
結
局
は
マ
イ
ン
ド
（
心
）
の

支
配
下
に
情
動
や
身
体
性
を
位
置
付
け
て
い
る
と
の
批
判
も
あ
る
。
大
脳

中
枢
に
焦
点
を
当
て
る
方
法
の
限
界
を
超
え
る
た
め
、
末
梢
神
経
的
な
全

身
の
感
覚
に
注
目
し
、
中
枢
的
・
意
識
的
制
御
外
の
無
意
識
的
・
身
体
的

（
ソ
マ
テ
ィ
ッ
ク
）
な
面
へ
の
拡
張
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

年
）
ま
で
と
想
定
し
て
い
る）

3
（

。

　そ
の
第
一
の
波
の
も
と
で
育
っ
た
人
材
な
ど
に
よ
る
第
二
の
波
が
、
第

二
次
世
界
大
戦
を
経
て
、
一
九
六
〇
│
七
〇
年
代
に
注
目
さ
れ
る
。
ベ
ル

ク
ソ
ン
哲
学
の
み
な
ら
ず
、
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
学
や
現
象
学
の
流
れ
な

ど
を
汲
む
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
哲
学
が
そ
の
核
の
一
つ
と
な
る
。
そ
の

哲
学
の
特
徴
は
、
心
・
意
識
よ
り
も
根
源
的
な
も
の
と
し
て
、
身
体
を
第

一
的
に
扱
う
こ
と
で
あ
る
。
米
国
で
は
、
公
民
権
運
動
、
ベ
ト
ナ
ム
反
戦

運
動
な
ど
を
含
む
旧
体
制
に
対
す
る
政
治
的
・
社
会
的
な
反
発
と
も
関
連

し
な
が
ら
、
心
身
論
的
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
九
六
〇
│
七
〇
年
代
、

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
主
た
る
発
信
地
と
し
て
欧
米
を
席
巻
し
た
「
人
間
性

回
復
運
動
」（
人
間
性
心
理
学
を
中
核
と
し
、
一
部
は
、「
ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
」

や
「
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
」
の
母
体
と
も
な
る
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
影

響
は
日
本
に
も
及
ぶ
。
安
保
闘
争
収
束
後
の
高
度
経
済
成
長
、
公
害
問
題

の
時
代
で
あ
る
が
、
身
体
論
・
心
身
論
が
最
も
注
目
を
浴
び
た
時
期
の
側

面
も
持
つ
。
例
え
ば
、
哲
学
領
域
で
は
、
市
川
浩
の
『
精
神
と
し
て
の
身

体
』（
一
九
七
五
年
）
が
出
版
さ
れ
、
演
劇
関
連
で
は
竹
内
敏
晴
の
『
こ

と
ば
が
劈
か
れ
る
と
き
』（
一
九
七
五
年
）、
身
体
実
践
（
体
操
）
で
は
野

口
三
千
三
『
原
初
生
命
体
と
し
て
の
人
間
』（
一
九
七
二
年
）、
心
理
療
法

で
は
伊
東
博
の
『
ニ
ュ
ー
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
』（
一
九
八
三
年
）、
宗
教

│
心
理
関
連
で
は
湯
浅
泰
雄
の
『
身
体
論

│
東
洋
的
心
身
論
と
現
代

│
』（
一
九
七
七
年
）
な
ど
が
出
版
さ
れ
た
。

　そ
の
後
も
心
身
論
的
な
波
は
い
く
つ
か
あ
ろ
う
が
、
第
二
の
波
か
ら
凡

そ
五
十
年
ぶ
り
と
な
る
大
き
な
第
三
の
波
が
、
現
在
（
二
〇
二
〇
年
前
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ば
『
主
体
と
し
て
の
か
ら
だ
』
と
い
う
概
念
が
、
も
の
す
ご
い
シ
ョ
ッ
ク

で
し
た
。
い
ま
ま
で
意
識
こ
そ
が
主
体
で
、
そ
れ
が
肉
体
を
操
作
し
て
い

る
の
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
う
じ
ゃ
な
い
、
か
ら
だ
そ
の

も
の
が
主
体
に
『
な
り
う
る
』
ん
だ
と
初
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
私
の
そ

れ
か
ら
あ
と
の
半
生
を
決
定
し
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
の
衝
撃
で
し
た
。）

4
（

」

　如
此
く
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
、
一
人
の
日
本
の
演
劇
家
に
対
し
て

も
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
し
か
し
、
同
様
の
議
論
や
実
践
的
反

省
は
、
東
洋
・
日
本
で
も
、
昔
か
ら
な
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
か
。

も
ち
ろ
ん
、
現
代
思
想
・
西
洋
哲
学
か
ら
の
心
身
論
・
身
体
論
の
学
び
は

貴
重
で
あ
る
が
、
身
体
性
の
問
題
は
、
先
祖
代
々
受
け
継
い
で
き
た
私
た

ち
一
人
一
人
の
肉
体
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
に
、
日
本
人
に
と
っ

て
、
日
本
で
の
心
身
論
・
身
体
論
の
歴
史
的
・
伝
統
的
・
風
土
的
経
過
を

知
る
こ
と
は
、
真
に
地
の
足
の
つ
い
た
学
び
の
有
力
な
方
法
と
考
え
る
。

　仮
に
、
こ
の
百
年
間
を
「
近
代
的
／
第
二
次
」
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
と
呼

ぶ
と
す
れ
ば）

5
（

、
凡
そ
四
百
年
前
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
衝
撃
」
の
影
響
を
受

け
た
江
戸
初
期
を
、「
近
世
的
／
第
一
次
」
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
と
仮
定
し

た
い
。
そ
し
て
そ
こ
に
、
現
代
人
の
多
く
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
、
近
代
的

心
身
論
に
連
な
る
本
格
的
な
心
身
論
の
源
流
・
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の

可
能
性
を
探
る
。
つ
い
て
は
、
一
六
一
八
年
、
京
に
生
ま
れ
た
思
想
家
・

山
崎
闇
斎
に
注
目
す
る
。
臨
済
禅
・
朱
子
学
・
神
道
の
全
て
を
高
い
レ
ベ

ル
で
修
め
、「
心
身
一
致
」
を
旨
と
す
る
神
学
思
想
体
系
を
構
築
し
、
後

世
に
至
る
ま
で
多
方
面
に
影
響
を
与
え
た
稀
有
な
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。

一

　メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
身
体
論
と

　
　
　日
本
へ
の
影
響
の
事
例

　二
十
世
紀
、
現
代
の
心
身
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
西
洋
哲
学
に
現

象
学
が
あ
る
。
現
象
学
の
創
始
者
Ｅ
・
フ
ッ
サ
ー
ル
も
身
体
性
に
注
目
し

た
が
、
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
で
の
探
究
で
止
ま
っ
た
感
は
否
め
な
い
。
一
方
、

現
代
哲
学
に
お
い
て
、
心
身
論
の
共
通
基
盤
的
な
存
在
感
を
不
動
の
も
の

と
す
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
現
象
学
の
後
継
者
モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ
＝

ポ
ン
テ
ィ
（
一
九
〇
八
│
一
九
六
一
）
の
哲
学
で
あ
る
。
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン

テ
ィ
は
、
大
き
く
三
つ
の
学
問
の
影
響
を
受
け
た
。
ベ
ル
ク
ソ
ン
哲
学
の

生
命
主
義
、
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
心
理
学
の
構
成
主
義
、
そ
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル

現
象
学
の
影
響
で
あ
る
。
生
涯
一
貫
し
て
、
心
身
の
問
題
に
、「
身
」
を

中
心
に
据
え
て
取
り
組
ん
だ
。
身
体
的
主
体
、
生
き
生
き
し
た
知
覚
、
身

体
図
式
、
間
身
体
性
、
肉
（chair

）、
な
ど
、
身
体
に
関
わ
る
概
念
を
多

く
採
用
し
、「
身
体
」
を
ベ
ー
ス
に
哲
学
体
系
の
再
構
築
を
図
っ
た
。

　日
本
に
も
多
く
の
影
響
を
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
与
え
た
が
、
そ
の
例

と
し
て
演
劇
家
の
竹
内
敏
晴
の
、
現
象
学
者
の
木
田
元
と
の
対
談
で
の
発

言
を
見
て
み
よ
う
。『
知
覚
の
現
象
学
』
読
後
の
竹
内
の
感
想
で
あ
る
。

　「い
ま
ま
で
さ
ぐ
り
あ
て
か
ね
て
い
た
主
体
と
い
う
問
題
が
思
い
が
け

な
い
地
平
か
ら
姿
を
現
し
た
。
か
ら
だ
、
身
体
と
い
う
も
の
は
主
体
で
あ

る
と
同
時
に
客
体
で
あ
っ
て
、
多
義
的
な
存
在
だ
と
い
う
言
い
方
が
出
て

き
た
。
も
う
一
つ
、
間
身
体
性
の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
身
体
が
多
義
的

な
存
在
だ
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
と
き
私
が
受
け
取
っ
た
呼
び
方
で
言
え
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化
、
ま
た
そ
の
た
め
の
人
材
確
保
・
育
成
を
含
め
て
、
町
人
を
中
心
に
教

育
レ
ベ
ル
は
全
国
的
に
向
上
し
て
い
く
。「
鎖
国
」
の
印
象
も
強
い
が
実

は
以
前
と
は
異
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
識
を
内
包
し
た
を
新
時
代
を
日
本

は
迎
え
た
と
も
言
え
る
。
同
時
に
こ
れ
ら
の
社
会
変
化
要
因
は
、
混
沌
状

態
の
中
世
（
特
に
戦
国
期
）、
豊
臣
・
徳
川
に
よ
る
統
一
期
を
経
て
、
ま
た

儒
教
的
華
夷
思
想
の
流
入
も
伴
っ
て
、「
日
本
」
や
「
日
本
人
」
と
は
何
か

と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
関
心
も
活
性
化
し
、
古
代
に
日
本
的
精

神
・
情
緒
の
始
原
を
求
め
て
、『
萬
葉
集
』『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』
な
ど

が
注
目
を
浴
び
、後
の
国
学
発
展
の
端
緒
に
も
な
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。

２
　「
近
世
的
」
心
身
論
へ
の
移
行
背
景

　次
に
、
心
身
論
的
な
文
脈
か
ら
近
世
前
後
の
特
徴
を
見
て
い
き
た
い
。

①

　江
戸
初
期
以
前
：「
彼
岸
」
へ
の
超
越
性

　古
代
、
奈
良
時
代
、
本
邦
に
お
け
る
神
人
合
一
・
心
身
統
合
の
魁
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
『
日
本
書
紀
』
で
の
「
奇
魂
幸
魂
（
心
神
）」

と
大
己
貴
神
と
の
対
話
が
注
目
さ
れ
る）

7
（

。
平
安
期
初
期
に
は
、
主
に
空
海

に
よ
っ
て
密
教
系
の
身
体
論
が
流
入
し
、
神
人
合
一
は
即
身
成
仏
、
そ
し

て
本
覚
思
想
へ
の
変
容
も
見
ら
れ
た
。
神
仏
習
合
か
ら
は
、
身
体
性
を
重

視
す
る
修
験
道
も
生
ま
れ
た
。
中
世
で
は
、
鎌
倉
期
に
禅
宗
系
の
教
え
が

広
ま
っ
て
い
く
。
最
も
よ
く
知
ら
れ
る
の
は
道
元
で
あ
ろ
う
。
道
元
に
は
、

「
身
心
一
如
」「
身
心
脱
落
」「
身
心
学
道
」
な
ど
、
身
体
性
を
重
視
し
た

言
葉
が
多
い
。
室
町
期
、
心
身
論
的
に
は
、
能
楽
と
世
阿
弥
の
身
体
論
が

注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
能
の
主
要
テ
ー
マ
と
も
共
鳴
し
な
が
ら
、
こ
の
世

な
ら
ざ
る
存
在
と
世
界
観
を
基
盤
と
す
る
「
中
世
日
本
紀
・
神
話
」
が
創

二

　近
世
初
期
の
心
身
論
の
背
景

１
　「
近
世
」
と
い
う
時
代
と
思
想
潮
流

　本
稿
は
時
代
区
分
論
を
論
じ
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
史
学
界
の
一
般

的
な
認
識
に
従
っ
て
、
鎌
倉
期
・
室
町
期
（
含
、
戦
国
期
）
を
中
世
、
江

戸
期
（
含
、
織
豊
期
）
を
「
近
世
」
と
す
る）

6
（

。
近
世
当
時
の
人
々
の
心
身

的
変
化
に
注
目
す
る
と
、
本
格
的
な
近
世
の
開
始
は
、
江
戸
に
政
治
の
中

心
が
移
っ
た
江
戸
開
幕
以
降
、
江
戸
初
期
と
す
る
見
方
が
で
き
る
。
こ
の

近
世
体
制
は
、
明
治
以
降
も
今
日
に
至
る
ま
で
、「
首
都
」
が
東
京
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
心
理
的
、
地
政
学
的
に
も
近
代
と
直
接
的
に
連
続
し
て
い

る
面
が
あ
る
。

　江
戸
初
期
、
そ
の
直
前
の
中
世
と
比
べ
る
と
グ
ロ
ー
バ
ル
性
に
お
い
て

質
的
・
量
的
に
全
く
異
な
る
社
会
が
誕
生
し
て
い
た
。
中
世
期
か
ら
の
大

き
な
質
的
変
容
を
果
た
す
近
世
初
期
は
、「
近
世
的
」
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代

と
も
呼
べ
よ
う
。
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
始
ま
り
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど

の
西
洋
諸
国
も
日
本
と
の
貿
易
、
文
化
交
流
が
活
発
化
し
た
。
儒
教
の
母

国
・
明
の
崩
壊
、
中
国
人
知
識
層
の
日
本
へ
の
亡
命
も
あ
っ
た
。
西
洋
文

明
と
東
洋
文
明
が
狭
い
日
本
で
攪
拌
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
ま
た
、
木
版

印
刷
、
版
元
な
ど
出
版
文
化
も
発
展
し
、
写
本
中
心
の
中
世
と
は
本
の
役

割
、
対
象
者
の
数
が
桁
外
れ
に
増
え
た
。
書
籍
の
記
述
も
、
匿
名
的
・
仮

託
的
・
神
話
的
な
中
世
か
ら
、
記
名
的
・
自
己
主
張
的
・
合
理
的
な
近
世

へ
と
移
行
し
、
近
世
的
自
我
の
発
生
も
認
め
ら
れ
る
。
国
内
の
戦
争
は
な

く
な
り
、
日
本
全
土
を
対
象
と
し
た
交
通
網
の
整
備
、
経
済
活
動
の
活
性
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を
重
視
し
た
思
想
家
、
心
身
問
題
を
通
し
て
、
近
世
的
超
越
性
を
探
究
し

た
人
物
で
あ
る
。
闇
斎
の
神
学
思
想
は
、「
神
垂
祈
禱
・
冥
加
正
直
」
の

言
葉
に
集
約
さ
れ
る
。
そ
の
門
流
は
、
朱
子
学
で
は
崎
門
派
、
神
道
で
は

垂
加
流
と
し
て
、
幕
末
、
近
代
に
至
る
ま
で
日
本
の
思
想
・
宗
教
界
で
大

き
な
勢
力
を
保
持
し
た
。
当
時
の
儒
学
者
も
国
学
者
も
、
自
ら
の
価
値
観

へ
の
還
元
主
義
的
態
度
を
と
る
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
一
方
、
闇
斎
は
、

仏
教
、
朱
子
学
、
神
道
を
比
較
思
想
・
比
較
実
践
し
、
新
し
い
統
合
的
境

地
・
神
儒
兼
学
の
闇
斎
神
学
を
開
い
た
と
の
評
価
も
あ
る
。
詳
細
は
別
論

に
譲
る
が
、
管
見
で
は
、
臨
済
禅
ベ
ー
ス
の
基
礎
力
の
も
と
、
朱
子
学
的

哲
学
と
神
道
的
実
践
・
信
仰
と
が
統
合
さ
れ
た
「
神
秘
哲
学
」
体
系
の
構

築
を
闇
斎
は
目
指
し
た
と
考
え
る
。

２
　
心
身
論
の
原
型
と
闇
斎
の
心
身
一
致
論

　江
戸
初
期
は
、
近
代
的
自
我
の
萌
芽
（
近
世
的
自
我
）
の
時
期
で
あ
り
、

自
己
の
意
識
と
身
体
と
の
関
係
性
も
自
ず
と
焦
点
化
さ
れ
、
心
身
論
に
も

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
代
・
現
代
日
本
人
に
共
通
す
る
マ
イ
ン

ド
セ
ッ
ト
は
、
直
接
的
に
は
こ
の
江
戸
時
代
初
期
に
遡
る
と
考
え
る
。
江

戸
初
期
に
お
け
る
身
体
論
へ
の
関
心
に
関
し
て
、
高
橋
文
博
は
、
同
時
代

を
代
表
す
る
三
人
の
儒
家
思
想
家
（
中
江
藤
樹
、
山
崎
闇
斎
、
伊
藤
仁
斎
）

の
心
身
論
的
立
ち
位
置
の
共
通
点
と
相
違
点
に
言
及
し
た
。
共
通
点
と
し

て
、
い
ず
れ
も
世
界
と
人
間
の
存
在
構
造
を
捉
え
る
概
念
と
し
て
、
心
と

身
の
概
念
を
基
礎
範
疇
と
し
て
い
る
点
、
朱
子
学
の
理
気
の
形
而
上
学
を

人
間
の
心
身
関
係
の
次
元
で
受
け
止
め
る
点
を
挙
げ
る
。
徳
川
前
期
の
儒

教
思
想
に
「
心
学
」
と
「
身
学
」
と
の
両
極
を
設
定
し
た
場
合
、
山
崎
闇

ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
身
体
性
に
も
、「
変
化
」
な
ど
超
越
的

な
要
素
が
ふ
ん
だ
ん
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
、
急
拡
大
し
た
浄
土

系
仏
教
で
は
、
来
世
で
の
成
仏
、
彼
岸
で
の
超
越
志
向
が
大
衆
化
し
、
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
た
が
、
現
世
的
身
体
性
の
否
定
傾
向
に
も
連
な
る
。

②

　江
戸
初
期
：「
此
岸
」
で
の
超
越
性

　中
世
、
戦
国
時
代
に
強
ま
っ
た
浄
土
教
系
の
「
厭
離
穢
土
欣
求
浄
土
」

的
な
民
衆
に
根
ざ
し
た
彼
岸
指
向
的
宗
教
運
動
は
、
生
命
的
な
危
機
感
が

減
少
し
た
近
世
に
至
っ
て
大
き
く
収
束
し
た
。
近
世
初
期
の
多
く
の
そ
の

時
代
の
人
々
に
と
っ
て
、
此
岸
・
浮
世
で
の
生
活
が
第
一
の
関
心
事
項
と

な
る
。
中
世
期
に
は
、
仏
教
の
み
な
ら
ず
、
神
道
に
も
個
人
の
内
面
性
の

発
見
と
、
そ
の
成
長
を
重
視
す
る
傾
向
が
現
れ
た
が
、
近
世
へ
の
移
行
に

伴
っ
て
、
彼
岸
に
お
け
る
個
人
的
成
長
（
成
仏
）
か
ら
、
此
岸
に
お
け
る

個
人
的
成
長
へ
と
焦
点
が
移
行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
、
現
世
を
生

き
ぬ
く
身
体
や
身
体
性
に
注
目
さ
れ
る
動
き
も
出
て
く
る）

8
（

。
来
世
の
成
仏

で
は
な
く
、
今
世
で
の
成
長
（
聖
人
へ
の
道
）
の
志
向
を
持
つ
朱
子
学
・

陽
明
学
な
ど
新
儒
学
が
注
目
さ
れ
た
。
禅
宗
や
精
神
性
も
重
要
な
武
芸
な

ど
、
心
身
一
如
的
な
求
道
も
よ
り
大
衆
化
す
る
。
民
衆
信
仰
で
も
、
戦
国

│
江
戸
初
期
の
角
行
に
由
来
す
る
富
士
講
な
ど
、
身
体
運
動
を
伴
う
共
同

体
的
活
動
も
拡
大
し
て
い
っ
た
。

三

　「近
世
的
」
心
身
観
の
誕
生
と
山
崎
闇
斎
の
統
合
の
道

１
　
山
崎
闇
斎
と
心
身
統
合
の
「
神
秘
哲
学
」
の
構
築

　本
稿
で
注
目
す
る
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
九
│
一
六
八
二
）
は
、「
身
」
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が
挙
げ
ら
れ
る
。
闇
斎
も
実
践
し
た
。
さ
ら
に
、
闇
斎
は
、「
聖
人
」
へ

の
朱
子
学
的
探
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
超
合
理
的
な
領
域
へ
の
到
達
を
目
指

し
、「
葛
藤
」
を
経
な
が
ら
も
「
神
垂
冥
加
の
人
」
へ
の
神
道
的
探
究
を

深
め
た
。
闇
斎
を
、「
神
秘
哲
学
者
」
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
。
そ
の
垂

加
神
道
に
お
い
て
強
調
さ
れ
た
の
は
、
心
身
と
密
接
な
関
わ
り
の
あ
る

「
祈
禱
」
と
「
正
直
」
の
実
践
で
あ
っ
た
。
次
に
、
そ
の
実
践
ア
プ
ロ
ー

チ
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

四

　闇
斎
の
心
身
論
の
基
盤
的
概
念
と
ア
プ
ロ
ー
チ

１
　
心
身
論
の
原
理
と
し
て
の
「
敬
義
内
外
」
説

　朱
子
に
よ
る
と
、「
敬
」
と
は
、
身
を
整
え
、
心
を
専
一
す
る
こ
と
で

あ
る
が
、
仏
教
的
な
「
観
心
」
で
は
な
い）
12
（

。「
一
心
之
主
宰
」「
万
事
之
根

本
」
で
あ
る
。
心
構
え
と
し
て
の
「
つ
つ
し
み
」
で
は
な
く
、
身
体
的
な

訓
練
・
作
法
の
次
元
（
小
学
）
と
読
書
窮
理
の
次
元
（
大
学
）
を
貫
く
、

よ
り
本
源
的
な
も
の
で
あ
る）
13
（

。
そ
し
て
、「
敬
義
内
外
」
説
と
は
、「
敬
以

直
内
、
義
以
方
外
」（『
易
』
文
言
伝
）
の
「
内
外
」
と
は
何
か
と
い
う
解

釈
論
争
で
あ
る
。
焦
点
は
、「
身
」
が
己
の
内
な
る
存
在
か
、
外
な
る
存

在
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
程
頤
や
朱
子
は
、
心
は
内
、
身
は
外
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
闇
斎
は
、
身
心
共
に
内
な
る
も
の
と
し
た
。
佐
藤
直
方
（
一
六

五
〇
│
一
七
一
九
）、
浅
見
絅
斎
（
一
六
五
二
│
一
七
一
二
）
ら
高
弟
を

破
門
し
て
ま
で
も
、
闇
斎
は
こ
の
一
元
論
的
観
点
を
譲
ら
な
か
っ
た
と
さ

れ
る
。
支
配
的
な
心
（
精
神
）
と
身
体
（
物
質
）
と
し
て
の
二
元
論
的
な

見
方
へ
の
批
判
な
ど
、
現
代
の
心
身
問
題
に
も
関
わ
る
意
味
を
含
ん
で
い

斎
の
思
想
は
、「
心
と
身
の
緊
張
関
係
に
お
い
て
心
身
一
致
を
人
間
の
真

実
態
と
し
て
主
張
す
る
」
点
が
独
自
と
す
る）

9
（

。

　「心
」
と
「
身
」
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
闇
斎
は
、「
心
ト
云
ヘ
バ
一
身

ニ
充
満
ス
ル
」「
心
・
意
・
知
ハ
、
ト
カ
ク
此
身
ニ
ア
ル
ゾ
」（「
大
学
垂

加
先
生
講
義
」
二
九
頁
）「
人
之
一
身
五
倫
備
焉
而
主
乎
身
者
心
也
。
是

故
心
敬
則
一
身
修
而
五
倫
明
矣
」（「
敬
斎
箴
序
」
七
四
頁
）
な
ど
と
述
べ
、

心
身
一
元
論
的
立
場
を
と
る
。「
理
」
と
し
て
の
「
心
」
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
的
存
在
と
し
て
、「
身
」
に
充
満
す
る
と
の
把
握
に
は
、
生
命
主
義
・

生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
的
観
点
が
見
ら
れ
る
。「
心
」
だ
け
で
は
な
く
「
身
」

に
「
五
倫
」
が
備
わ
る
と
す
る
闇
斎
は
、
朱
子
の
よ
う
に
「
心
」
と
「
身
」

を
分
け
る
こ
と
よ
り
も
、
両
者
の
連
続
性
に
注
目
し
、「
心
身
共
の
工
夫
」

「
心
身
一
致
の
工
夫
」
な
ど
、「
心
身
」
を
並
称
し
て
修
養
を
説
い
た）
10
（

。
さ

ら
に
闇
斎
は
、
心
身
が
統
合
さ
れ
て
い
れ
ば
国
家
天
下
も
平
ら
で
安
ら
か

に
な
る
と
、
そ
の
重
要
性
を
唱
え
た
（「
敬
斎
箴
講
義
」
九
三
頁
）
11
（

）。

３
　
朱
子
学
的
「
聖
人
」
の
道
か
ら
神
道
的
「
神
垂
冥
加
の
人
」
の
道
へ

の
変
容

　闇
斎
が
傾
倒
し
た
朱
子
学
の
目
標
は
、「
聖
人
」
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、

万
人
が
そ
の
潜
在
力
を
持
つ
と
さ
れ
る
。
そ
の
実
現
に
は
、
一
つ
の
発
達

段
階
論
と
二
つ
の
方
法
の
実
践
が
重
視
さ
れ
、「
体
認
」
と
い
う
身
心
全

体
を
通
じ
て
の
理
解
が
基
本
と
さ
れ
た
。
一
つ
の
発
達
段
階
論
と
は
、「
格

物
・
致
知
・
誠
意
・
正
心
・
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
」（
八
条
目
）

で
あ
る
。
二
つ
の
方
法
と
は
、「
窮
理
・
格
物
致
知
」
と
「
居
敬
存
養
」

で
あ
り
、
其
々
を
代
表
す
る
具
体
的
な
工
夫
と
し
て
「
読
書
」
と
「
静
坐
」
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①

　「祈
禱
の
神
道
」
に
つ
い
て

　闇
斎
の
孫
弟
子
・
玉
木
正
英
（
一
六
七
〇
│
一
七
三
六
）
も
若
林
強
斎

（
一
六
七
九
│
一
七
三
二
）
も
、
身
体
的
（
身
心
的
）
な
も
の
と
し
て
「
祈

禱
（
祈
り
）
の
神
道
」
を
表
現
す
る）
16
（

。「
祈
禱
」
と
は
個
人
的
な
私
欲
か

ら
の
願
い
事
を
意
味
せ
ず
、
神
道
全
体
に
わ
た
る
根
本
の
工
夫
で
あ
る

と
、「
祈
禱
」
を
最
重
要
視
し
て
い
る
。

②

　「正
直
の
神
道
」
に
つ
い
て

　求
道
的
な
神
道
者
に
と
っ
て
、
根
本
は
「
祈
禱
の
神
道
」
に
あ
る
と
言

え
よ
う
が
、「
正
直
の
神
道
」
は
、「
正
直
」
と
い
う
基
本
的
態
度
を
中
心

と
し
、「
祈
禱
」
と
い
っ
た
専
門
技
量
は
不
要
な
た
め
、
万
人
向
け
と
言

え
る
。
大
多
数
の
人
々
に
と
っ
て
、
日
常
生
活
上
で
の
「
正
直
の
神
道
」

の
倫
理
実
践
化
を
通
し
て
、
個
人
的
、
社
会
的
に
極
め
て
重
要
な
も
の
と

な
る
。

４
　
媒
介
的
心
身
ア
プ
ロ
ー
チ
：
朱
子
学
的
静
坐
か
ら
、
神
道
的
安
坐
へ

　闇
斎
の
孫
弟
子
、
佐
藤
直
方
の
弟
子
で
あ
っ
た
跡
部
良
顕
（
一
六
五
八

│
一
七
二
九
）
の
独
自
の
手
法
を
追
記
し
て
お
く
。
良
顕
は
、
学
問
へ
の

専
念
か
ら
心
身
不
安
定
と
な
り
、
怒
り
の
感
情
が
噴
出
す
る
こ
と
に
悩
ん

で
い
た
。
直
方
の
勧
め
で
始
め
た
静
坐
は
、
こ
の
状
態
を
脱
出
す
る
最
上

の
救
い
と
な
る
。
そ
の
後
の
さ
ら
な
る
静
坐
修
練
を
通
し
て
、
静
坐
／
安

坐
を
「
神
明
の
感
応
」
の
た
め
の
最
高
の
方
法
と
考
え
る
に
至
っ
た）
17
（

。
儒

教
的
実
践
か
ら
神
道
的
実
践
へ
の
変
容
の
事
例
と
し
て
興
味
深
い
。

　以
上
、
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
闇
斎
の
心
身
論
と
そ
の
実
践
法
を
概
観

し
た
。
朱
子
学
と
神
道
は
、「
敬
」
の
も
と
、「
神
儒
兼
学
」
の
闇
斎
神
学

る
。

２
　
朱
子
学
的
心
身
ア
プ
ロ
ー
チ
：「
居
敬
・
静
坐
」

　「居
敬
」
と
は
、
日
常
的
な
心
の
安
静
に
お
い
て
対
象
へ
の
集
中
の
状

態
（「
敬
」
の
状
態
）
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
修
養
法
に
「
静
坐
」

が
あ
る
。
特
に
北
宋
か
ら
南
宋
時
代
、
二
程
、
朱
子
が
修
己
治
人
を
志
す

本
人
自
ら
が
存
心
養
性
す
る
た
め
の
主
要
で
必
須
の
方
法
と
し
て
「
静

坐
」
に
注
目
し
、
思
考
の
遮
断
、
寂
滅
寂
私
的
な
「
坐
禅
」
と
の
区
別
が

強
調
さ
れ
た
。
日
本
で
は
、
江
戸
時
代
、
幕
藩
体
制
に
よ
る
安
定
の
時
代

を
維
持
す
る
た
め
、
儒
教
の
利
用
が
考
え
ら
れ
た
。
特
に
、
十
七
世
紀
後

半
か
ら
十
八
世
紀
初
頭
に
か
け
、
実
践
や
修
法
、
効
用
の
研
究
が
進
ん
だ
。

藤
原
惺
窩
や
林
羅
山
も
「
静
坐
」
に
注
目
し
そ
の
功
罪
を
論
じ
た
。
朱
子

を
尊
ぶ
山
崎
闇
斎
も
「
静
坐
」
を
重
視
し
た
が
、
特
に
弟
子
の
佐
藤
直
方

の
門
流
が
知
ら
れ
る）
14
（

。

３
　
神
道
的
心
身
ア
プ
ロ
ー
チ
：「
祈
禱
・
正
直
」

　闇
斎
は
、
心
身
の
結
び
つ
き
の
理
解
と
日
常
世
界
で
の
実
践
の
上
に
、

「
天
人
唯
一
」
の
根
本
原
理
の
も
と
、
神
人
合
一
を
目
指
し
た
。
朱
子
学

的
修
養
法
で
対
応
で
き
な
い
超
合
理
的
意
識
の
領
域
に
対
し
、
闇
斎
は
土

着
の
神
道
や
神
道
行
法
に
関
心
を
向
け
、
整
理
し
た
。
究
極
的
に
は
、
自

ら
に
内
在
す
る
「
心
神
」
の
「
生
祀
」
を
通
し
て
、
神
人
合
一
の
客
体
化
、

定
着
を
試
み
た
。「
祓
」
と
い
う
共
通
し
た
実
践
の
後
、
神
道
実
践
に
は

二
つ
の
道
が
考
え
ら
れ
る
。
闇
斎
は
、「
祈
禱
の
神
道
」
と
「
正
直
の
神
道
」

と
に
二
分
し
て
い
る）
15
（

。
こ
れ
は
、
度
会
延
佳
の
「
祭
祀
」
の
神
道
と
「
旦

暮
の
道
」
の
神
道
と
同
様
の
分
類
と
考
え
る
。
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体
を
第
一
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
両
者
は
、
心
身
の
不
可
分
性
を
尊
重
す

る
と
同
時
に
、
身
体
を
基
盤
に
、
諸
科
学
の
知
見
を
重
視
し
、
神
秘
哲
学

と
の
親
和
性
も
内
包
し
な
が
ら
、
言
語
以
前
の
「
混
沌
」
段
階
か
ら
の
体

系
的
な
哲
学
／
神
学
の
構
築
を
志
向
し
た
と
考
え
る
。
相
違
点
も
含
め
、

興
味
深
い
比
較
研
究
と
な
ろ
う
。

　最
後
に
、
二
〇
二
〇
年
前
後
の
現
在
、
世
界
各
地
で
の
紛
争
や
地
球
規

模
の
環
境
破
壊
な
ど
、
よ
り
大
き
な
生
命
の
危
機
や
「
死
」
の
意
識
の
予

兆
が
世
界
的
に
も
広
く
浸
透
し
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
特
に
米
国
で
は

９
・
11
、
日
本
で
は
３
・
11
が
、
個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
、
身
体
観
、

生
命
観
、
死
生
観
の
変
容
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境

下
、
現
在
に
至
る
第
三
の
心
身
論
的
な
波
に
お
け
る
、
心
身
論
的
理
解
と

実
践
の
継
承
、
総
括
、
普
及
、
深
化
が
求
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
ソ
マ

テ
ィ
ッ
ク
心
理
学
（
＝
身
体
と
精
神
の
統
合
学
）」
な
ど
の
導
入
を
通
し

て
、
日
本
的
な
心
身
論
で
地
に
足
を
つ
け
な
が
ら
、
西
洋
的
や
近
現
代
的

な
心
身
論
と
の
融
合
・
統
合
の
道
を
探
る
こ
と
で
、
新
段
階
へ
の
変
容
力

を
持
て
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際
に
は
、「
近
世
的
」
グ
ロ
ー

バ
ル
性
と
の
統
合
的
特
徴
を
持
つ
闇
斎
の
神
学
思
想
的
心
身
論
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
に
、
今
日
的
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。

　（1
）
こ
こ
で
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
は
、
大
ま
か
に
、
世
界
規
模
で
共
有
さ
れ
る
、

世
界
と
し
て
の
「
地
球
」
の
意
識
や
思
想
潮
流
の
意
で
あ
る
。
十
六
世
紀
が
、

現
代
に
つ
な
が
る
グ
ロ
ー
バ
ル
意
識
の
誕
生
時
期
「
近
世
」
と
み
な
す
。
例
え

ば
、
一
五
二
二
年
の
マ
ゼ
ラ
ン
一
行
の
世
界
一
周
成
功
は
そ
の
象
徴
的
な
物
理

行
為
で
あ
り
、
同
世
紀
に
お
け
る
本
格
的
な
「
地
球
儀
」
の
作
成
並
び
に
日
本

と
な
る
が
、
こ
の
統
合
体
系
に
お
い
て
心
身
論
が
そ
の
要
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
朱
子
学
、
神
道
共
に
、
日
常
的
な
生
活
の
「
此
岸
」
重
視
で
あ
り
、

ま
た
、
万
物
生
成
（
朱
子
学
で
は
理
気
の
、
神
道
で
は
産
霊
の
働
き
に
よ

る
）
が
、
心
身
一
致
と
共
に
思
想
的
根
幹
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
西
田
哲
学

を
含
む
「
生
命
」
を
普
遍
的
な
原
理
と
す
る
生
命
主
義
の
系
譜
）
18
（

を
探
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に
：
闇
斎
神
学
か
ら
の
課
題
と
展
開

　本
稿
で
は
、
現
在
の
日
本
人
、
日
本
社
会
に
直
結
す
る
心
身
論
的
課
題

の
源
流
を
求
め
、「
近
世
的
」
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
世
界
に
踏
み
入
っ
た
。

そ
の
結
果
、
江
戸
初
期
に
大
き
な
出
発
点
・
結
節
点
と
も
言
う
べ
き
時
代
、

中
世
か
ら
近
世
へ
の
時
代
変
容
と
い
う
文
脈
が
あ
り
、「
心
身
一
致
」
を

根
本
と
し
た
山
崎
闇
斎
を
、
近
世
的
心
身
論
確
立
の
先
駆
者
・
近
世
心
身

論
（
身
体
論
）
の
祖
の
一
人
と
み
な
す
こ
と
は
妥
当
と
考
え
る
。

　今
後
の
課
題
と
展
開
と
し
て
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
哲
学
と
の
詳
細
な

比
較
検
討
が
望
ま
れ
る
。
十
七
世
紀
を
核
と
す
る
「
近
世
的
」
グ
ロ
ー
バ

ル
時
代
と
二
十
世
紀
を
核
と
す
る
「
近
代
的
」
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
間
に

は
、
三
百
年
の
時
が
あ
る
が
、
過
剰
な
「
死
」
と
対
と
な
る
生
き
抜
く
「
生

命
力
」
を
背
景
に
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
衝
撃
」
体
験
の
存
在
と
い
う
共

通
文
脈
を
持
つ
。
戦
国
時
代
を
経
た
「
近
世
的
」
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
山

崎
闇
斎
と
二
つ
の
世
界
大
戦
を
経
た
「
近
代
的
」
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
メ

ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
と
の
間
に
、
心
身
論
・
生
命
論
的
観
点
上
、
共
通
す
る

基
本
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
。
心
・
意
識
よ
り
根
源
的
な
存
在
と
し
て
、
身
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観
の
歴
史
』
法
藏
館
、
一
九
九
六
年
、
一
二
一
頁
）。
本
稿
で
は
、「
脳
化
」
も
「
大

脳
新
皮
質
」
と
い
う
局
部
的
な
「
身
体
化
」
の
一
種
と
考
え
る
。
ま
た
、
脳
化

へ
の
反
発
と
し
て
の
「
身
体
」
や
統
合
と
し
て
の
「
心
身
一
如
」
へ
の
関
心
も
、

波
は
あ
れ
ど
維
持
さ
れ
て
き
た
と
考
え
る
。

　（9
）
高
橋
文
博
『
近
世
の
心
身
論

│
徳
川
前
期
儒
教
の
三
つ
の
型
』
ぺ
り
か
ん

社
、
一
九
九
〇
年
、
一
八
二
│
一
八
三
頁
。

　（10
）
高
島
元
洋
『
山
崎
闇
斎

│
日
本
朱
子
学
と
垂
加
神
道
』
ぺ
り
か
ん
社
、
一

九
九
二
年
、
一
七
〇
頁
。

　（11
）
こ
の
節
で
の
闇
斎
の
引
用
と
そ
の
頁
は
、
全
て
『
日
本
思
想
大
系
31

　山
崎

闇
斎
学
派
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
よ
り
。

　（12
）
土
田
健
次
郎
「
朱
熹
の
「
敬
」
│
儒
教
的
修
養
法
の
試
み
」
伊
東
貴
之
編

『「
心
身
／
身
心
」
と
環
境
の
哲
学

│
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
思
想
を
媒
介
に
考

え
る
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
六
年
。

　（13
）
田
尻
祐
一
郎
『
山
崎
闇
斎
の
世
界
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
五
六
頁
。

　（14
）
中
嶋
隆
蔵
『
静
坐

│
実
践
・
思
想
・
歴
史
』
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
。

　（15
）
二
つ
の
神
道
に
関
し
て
は
、
浅
見
絅
斎
の
「
神
道
ニ
祈
禱
ヲ
主
ト
イ
タ
ス
ハ

如
何
。
曰
、
山
崎
先
生
ノ
平
生
仰
セ
ラ
レ
シ
コ
ト
ハ
、
正
直
ノ
神
道
ニ
祈
禱
ト

云
フ
コ
ト
ハ
ナ
イ
ト
ア
ル
コ
ト
。
サ
レ
ド
モ
其
方
ナ
ド
ノ
ヤ
ウ
ニ
神
職
タ
ル
モ

ノ
ノ
国
家
ノ
為
ニ
祈
ル
ノ
親
ノ
病
ヲ
祈
ル
ノ
ト
云
フ
コ
ト
ハ
ア
ル
筈
。
祈
禱
ヲ

オ
モ
テ
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
ナ
イ
。」
と
の
発
言
が
あ
る
（『
常
話
劄
記
』）。

　（16
）
「
祈
禱
申
す
と
は
、
の
む
は
呑
込
、
心
源
に
入
る
也
。
祈
る
は
言
宣
る
也
、
心

中
に
湛
た
る
誠
を
有
の
儘
に
言
葉
に
宣
る
也
。」（『
玉
籤
集
』）。
若
林
強
斎
も
、

『
雑
話
筆
記
』
に
同
様
の
こ
と
を
書
き
記
し
て
い
る
。

　（17
）
谷
省
吾
「
失
明
の
跡
部
良
顕
」『
垂
加
神
道
の
成
立
と
展
開
』
国
書
刊
行
会
、

二
〇
〇
一
年
。

　（18
）
鈴
木
貞
美
『「
生
命
」
で
読
む
日
本
近
代
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
六

年
、
三
四
│
三
五
頁
。（

く
ぼ
・
た
か
し
、
身
体
心
理
学
・
神
道
思
想
、 

山
梨
学
院
大
学
兼
任
講
師
）

を
含
む
世
界
的
な
伝
播
は
そ
の
象
徴
物
で
あ
る
と
考
え
る
。

　（2
）
岸
本
美
緒
「
時
代
区
分
論
」『
風
俗
と
時
代
観
』（
研
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
）

か
ら
の
表
現
の
援
用
。

　（3
）
「
生
命
主
義
」
の
定
義
と
し
て
、
鈴
木
貞
美
は
「『
生
命
主
義
（vitalism

）』

と
は
、
思
想
一
般
に
お
い
て
、『
生
命
』
と
い
う
概
念
を
世
界
観
の
根
本
原
理
と

す
る
も
の
で
、
一
九
世
紀
の
実
証
主
義
に
立
つ
目
的
論
・
機
械
論
に
よ
る
自
然

征
服
間
に
対
立
す
る
思
想
傾
向
を
い
う
」「
無
機
物
質
に
還
元
で
き
な
い
『
生
気
』

を
、
生
命
現
象
の
根
本
に
想
定
す
る
も
の
を
『
生
命
主
義
』
と
呼
ぶ
。」
な
ど
と

し
て
い
る
（『
大
正
生
命
主
義
と
現
代
』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
五
年
、
三
頁
）。

　（4
）
木
田
元
・
竹
内
敏
晴
『
待
つ
し
か
な
い
、
か
。
│
二
十
一
世
紀
身
体
と
哲
学
』

春
風
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
〇
〇
頁
。

　（5
）
本
稿
で
は
、「
近
現
代
」
の
表
現
も
可
だ
が
、「
現
代
」
も
「
近
代
」
の
一
部

と
み
な
す
。
よ
っ
て
、
現
在
を
、「
近
代
的
／
第
二
次
」
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
で
の

心
身
論
的
第
三
の
波
の
時
期
と
す
る
。「
第
三
次
」
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
黎
明
期

の
可
能
性
も
あ
る
が
、
同
時
代
に
生
き
る
者
と
し
て
、
拙
速
な
判
断
は
控
え
る
。

　（6
）
岸
本
美
緒
は
、「
近
世
」
と
い
う
語
の
意
義
に
関
し
て
、
八
〇
年
代
以
降
の
活

発
な
議
論
を
踏
ま
え
た
後
、
時
代
区
分
の
有
効
性
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、

銀
の
大
量
流
通
に
伴
う
交
易
の
活
発
化
、
社
会
の
流
動
化
、
政
治
秩
序
再
編
の

動
き
と
い
っ
た
十
六
世
紀
以
降
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
衝
撃
」「
世
界
史
的
共
時
性
」

「
歴
史
の
共
通
の
リ
ズ
ム
」
が
背
景
と
な
り
、
東
ア
ジ
ア
・
日
本
を
含
め
、「
中
世
」

と
は
質
的
に
異
な
る
「
近
世
」
が
世
界
的
に
生
ま
れ
た
と
す
る
。
近
代
的
国
家

意
識
の
形
成
に
関
わ
る
欧
州
の
絶
対
主
義
や
徳
川
幕
藩
体
制
の
同
時
代
性
は
、

「
近
世
」
の
時
代
区
分
的
有
効
性
の
一
例
と
す
る
（『
風
俗
と
時
代
観
』
研
文
出

版
、
二
〇
一
二
年
）。

　（7
）
久
保
隆
司
「
井
筒
俊
彦
の
啓
示
類
型
論
か
ら
見
る
「
心
神
と
の
対
話
」
構
造

と
そ
の
解
釈

│『
日
本
書
紀
』
か
ら
山
崎
闇
斎
の
神
学
に
至
る
比
較
思
想
的
探

究
」『
日
本
思
想
史
学
』
五
〇
号
、
二
〇
一
八
年
、
一
九
〇
│
二
〇
八
頁
。

　（8
）
解
剖
学
者
の
養
老
孟
司
は
、
近
世
・
江
戸
時
代
を
「
脳
化
社
会
／
情
報
社
会
」

と
し
て
の
現
代
社
会
の
始
ま
り
と
位
置
付
け
、
中
世
と
の
質
的
な
違
い
と
脳
化

（
人
工
化
）
に
よ
る
自
然
や
身
体
の
排
除
傾
向
を
指
摘
す
る
（『
日
本
人
の
身
体


